
工給す?と四元 の 問 ③ ② ① A 
事水。 の 三 水事月元 ll( ，経 優 品 を 学 子 大 手 ハ 貸金と は で教-J.... 

開 て貴源務十求、121済秀行合中女村備攻興枇左昭、宵オ三d-.
也所八 Ji逼 | 的 ? お む の で市え の 費 会 に和家 の み メ干

れ跡はほ怪奇|理身ド者高民てす絡教な三底振牛←h

zp;必要雪月ii部記号1:fi主れ
しま話 町選 水 放 |りな成 年吃そ V 要 申?と四理矯吉 17
ま L三 f、課 遁 :LZ |学者績生 在 の件 込 の 月由党t~ミ 1'--

料持 |③一一 否ーーも玄一一んでか 町人垣 E祭

炉問問告漏 ~I諮問mxむき?おは 毎 22
所まび、、〈新付金|金期に の 本 金れ支だ 生年修育 民 主 主
でた従水給芦し 皇子|は 閥お期 年月 る弁 3希学学成 : 寸ー
納は来遣水 3い従 LI無。け|瑚 度一 者がい 笠資がす占 Z入
付最通課料い事来よ: I手1J るは は千 因。者を困る~3Il
し寄わ事金。務 のに|子 E 、七月 難 問貸離 党込立つ

722務員史 3 1占緊急員 長 d2h;;制
の、徒成 止 4且よ

およれ月い従 ム &知 Lお年防 要修に続三Hf'
知う、分?と来希測 電 航 ー 術航ー板三職等ハ三佑十採らてよ度街 、.~ 翌還 領学対優 月 £え
い五 か希 ベ 望 | 、子空、、益、機等極海海等約名用せおぴ海庁 海|月は にの し秀 30
ぜ 在 日ら望日配|砲 整、二主 、二関海 曹 曹 海 二 ( 人 し り 蛾 ヒ で 幹‘ア|か 貸 よ便て在
いわ分 二 町分給 |術備杭、問、 佐 J 尉 十 幹 員 ま ま 艇 自 は 郡上|ら与 は 、高 日 i~1 11 

df郡安需を|帰計二伝盤石 E翌二約句おT32Z需品盲|は お詰まど1 11 男よJLZO薄 明

民ま?とさ増はさ2:: 1海測凋海生関海 径 百二百一三 三 でを のそ 曹i!# 1月了 委 か市校で i::t:.1 11 

課すの れ配 、 tL 層 、、信尉 、尉 、 名 、名、等百 、募 度 十 な 例|を し 員るで生 l m(代 現 )750濁

二二竺之さ型JLE-潜水、 i 技 i 甲 三 二海 二 お集 会 一 ど官|経た 11 印刷所つじ印刷所

主児三の案続中し央同夜 間 A 且丸。<社た o o 
に猛れ段がき告て吃盟 外 』三等三海 二三海十才 A 月年空機航 守 .C' 1 t!.会おまはへ 育在在三堤 願る市委奨れ のに 間 過
な遺児階立、令、於大資 補在|十 海十曹十曹六 未宍ー令、、、月募 1 3教 、す枇願 委 ど学十学 凶 。 長 員皐ば方年 にし
り動 呼 K 法存が ~l け村誠 {賞外 Ili曹 五 五 才渦・等日( 工汽 27~ I r-い育詳 、J 会出員 を段目笠 が 会 生な法賦倍 ?と
、 を 臨入牝外公揚る支柿 29獲対|才 才二才 二 未 、海現昭 作時 日集|教 。課細 教 る会添畏ま希 決の決らでま披後

来展し つへ財布者園 部 懲 日 待 産 | 禾 二 未 十満十湖ム佑在和 、 ま |育 児肥 育 こ社付 ので 望 定審定を償たし 、
る開てたの産 3在会 で楚 |満十浦{、 三、海 ) 三 経内で |雲 間つ 課三会し推 、者 し議はい還は た貸
間す金 の犬柿れ外対は得中へ| 、才、才 ム 才 A 尉四 十 理八 |員 合い に〈教てせ願は 遇を、。し、期与
月る国で訪償、事策、期央ょ.~ I 以ム以 二 以 一 十一 、、 |曾せて あ 願 育 、ん 香川 知経選 た月|切の
二三 的、め法引 実 と中成ノ1 妥宗主| 上=上等上等 コ一 年 街電 」ノ て は り書 課教書 に月 すて考 け賦内 期

A JJjiひ | 一 一 ー」一一
る数 M 三て臣~者央十 民 生Þ. Iまは三 七地尉可部佐害事;古市保南 崎 志 ð.~ A な す
。の支左中本が 総 公九 舘 ち?と | ず常のい官官部まな日方ぉ 区 人志矧項欄干 地山地闘 志i十 三 該 くか

外 tl¥部に 央 多 、決 民日で ま巴 | 。時外 。へ、たおま総ヒ 設事 晴 を を 異 議 方 子 方 者 側i才 十当 接 ら

3 552芸高言実空議開天 i霊室 222一言富2A空言空交主325誇22j33さ千三
GL;話料校長催会|市M22221日7許可2すtT主要吉注337主主幻撃
支 し楊り lりj出国開、か I~ つ科 く方方市る月佐一都幕 =主 、 、申佐は長衛 ~ 0 かハ~は施 防チプ
部 て 者、 す府 務 催号1ら 4 課て医 だ 総 連 時 三 二 iJtυ 千僚等関所 si仕佐崎陵 i ら生き洩し接プ ス
d い多司るし大す揚中 )い官 さ監絡課と十保海 tt泣海係 1要書保世市長 i 六後いれ ま種ス

教園当アたと校十三 霊昭 .. ..-:~， .~ . ..，.… 〈一i川拾山U‘叡…1 凡 叫川v 一 I

E日突2l。雪七百と但 絞川1川円2川絞摂雪対芳校穣鱒磯繍 芸討雲草 わ械ぼ;注義rそ諸諸宅背喜空
、瓦高 で午Zμ校十 ~f:存存γ‘\\\妥滋怜怜戸《戸バぺ護護率1彰齢3義基:訟総討三段討詫さ吟乏訟泡i尽芝さ百語認言言 醸盤機;ー あら区 たけ・8の鰐れ は 、

教名び 開前り内 ー 審議妥当厳選 饗離主的つ 幼で し j門妊ハ人で学学
宵との 国十、に年 鑑遜 裁選識 は 憲 法J議議摺騒騒越国樋説 、、て稚は 稿 もも j 臓妨妊、き 校校
委共第 式時去開 度総画面 温掴隆盛論議遡歯蹴 幽雌画面轟纏掴.. 幽 凶 い閣か重 j にを 娠 有 在 で教
員 K ー いる肢か髄- 欝 翻 醜醗謹脳調圏鵬頼醸田園 た設ね に今 j具除六熱い 実 職
、一回 行ら四すら 留置 関賜賜霧鍍趨摂要額ぞ藩擁護窓越灘経議纏萄置闘 が置て 幼 口 i 常 くカ 者者 施員

来潮入 つ同 月三空輯白川徹繍櫨議離職機購繍鵬ヱ竺稚 日 j ぁ J 月、.す、

カ こ福助在?と出 園f31J:論 樋際議選謹溜輯際組昭懇瀬遜

t4月下旬号)

4
月

初
日
か
ら

5
月
間
日
ま
て

防

接

種

予

チフスの月易
I~ ラ

停
染
病
に
か

必
ず
受
げ
ま
じ
よ
、
7

〉
ら
な
い
よ
、フ

(第101号)りト
Am

t:. 政市ネナ大(旬刊)昭和 31:r. 4月初日

中
止
、
修
繕

司
副
剥
嗣
J
円

IJ.. 

水 安

謀遁 定附 引n の甲

01 0__--' m--1一込
]171+[IJ巴杯一 ill ぞ

! モ
， 嗣 -

!I tさ
!I ~ 

舘畏公O
大 t

ヌバ普県C 村鰐!; f 水

fi 撹

I li 課

.;f，-:堂 111

伺
定
資
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第
一
期
分
の
納
期
は

4
月

ω日
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す
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忘
れ
な
い
よ
う
納
め
て
く
打
さ
い
。

施

場

実

第

一
回

4
月
初
日

第|施

回IWJ

実言|
中市鈴
央 |回

公役 |出
民|張

舘所 i所

回
大
村
池
岡

敬
老
院

市
立
病
院

竹
俗
間
張
所

5
月
U
日

野
岳

• 
玖
島
は
素
晴
ゐし
い

下
村
園
立
公
園
審
議
委
員
長
ら
来
大

讃
し
た
。

(
経
済
課
〉

計
量
記
念
懸
賞

論
文
を
募
栄

並
紋

備
考

接
種
時
間
は
午
後

一
時
か

ら
午
後
一一一

時
ま
で
最
寄
り
の

場
所
マ
接
組
し
て

く
だ
さ
い
。

萱
瀬
地
区
は
二
回

一一一
回
は
同
張
所
の

み
で
究
施
し
ま

ナ。
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作

五

名

ム
発
表
・:
昭
和
一一一十

一

年

六
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七
日
計
量
記
念
日

(
雑
誌
「
計
量
管
理
」

に
発
表
J

A
審
査
:
計
最
記
念
日
一事

業
委
員
会
で
審
査
す
る

ハ
経
済
制部〉

連
合
婦
人
会
の

正
副
会
長
決
る

大
村
市
連
合
婦
人
会
で
は

乙
の
ほ
き
役
員
改
選
。
結

果
疋
副
公
民
主
次

の
と
お

り
決
定
し
た
。

(
社
会
政
汀
課
ザ

ム
会
長
大
村
芳
子
《
再
)

ム
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ハ
再
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吋古
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井
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ト
キ
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憲
法
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弁
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大村ポート

4 月

21・22・23・2-:1:

月

2. 3. 4， 5 

5 

敬
老
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慰
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金
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紙
三
月
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日
号
に
掲
載
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敬
老
院
慰
問
者
御
芳
名

の
中
で
「
一
二

O
、

二

一、

二
六
、
水
間
住
宅
二
区
楠

問
初
男
氏
五

0
0円
三
わ

る
の
は
五、

C
O
O円
」

の
誤
わ
で
あ
り
ま
す

の
で

訂
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致
し
ま
す
。
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な
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て
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聞
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臨
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ま
す
か
。

答

1
県
外
紙
ヘ
朝
日
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日
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西
日
半
新
聞
)
部

2
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の
他
新
聞
、
雑
誌
な
ど

部

2
問
新
聞
は
ど
の
面
を
よ
く
読
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ま
す
か
む

答
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政
治
山
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経
済
、
産
業
面

8
枇
会
副

4
一一致
庭
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婦
人
欄

3
問
ラ
シ
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お
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あ
り
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す
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1

あ
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2
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4
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ラ
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の
N
H
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間
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き
き
ま
す
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N
H
K
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一
放
迭

2
N
H
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放
怠

(
ラ
ジ
オ
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崎
、
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)
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放

送
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ツ
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@
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H
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き
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い
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で
き

一
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/

に

勾

@
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日
市
役
所
司
巨
誌
宛
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は
当
然

D
Z
と
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。
そ
そ
、
よ
も
の
と
思
い
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す
一

石

Z

P

¥

@

紙

上

匿

名

は

患

で

す

が

川

の
?
に
関
し
て
挙
当
わ
が
、
い
か
が
で
し
ょ
ろ
か
一

而

ー

/V

¥
住
所、

氏
名
、
雲

、
職

川
一去
最
も
痛
感
す
る
三
と
よ
る
l
く
お
願
い
し
ま
す
一

而

a
g
y吋
ハ
J

諜
明
記
な
き
場
合
は
採
用
山
一
の
一
つ
け
、
長
崎
発
大
付

一

(

熱
望
生
)
一

行
市

da組
閣
溜
猷
ぺ

-K¥
し
ま

せ

ん

川

一ま
で

の
向
車

や

パ

ス

の

最

一

ト

日

E
4厳
錨
R
ド
H
@投
稿
H
H
大
村
市
民
に
限
る
川
絡
が
余
わ
に
早
い
こ
E
C

ゼ
一
〔
お
答

え
〕

一

誠
一円
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E・
E
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z
h
一す
。
す
な
わ
も
汽
山
中
は
長
当
市
は
元
杭
空
・
版
勤
務
員
一

回一

H

L

一
崎
発
一
九
時
一
五
分
大
村

並

び

に
学
校
職
員
、

引
揚一

'
一

諌

早

ま

で

の

列

車

を

一

ま

で

の

が

恩

義

ぐ
る

後

者
等
の
市
外
通
勤
者
を
多
一

札

一

大

村

ま
で
延
長
し
て
ほ
し
い

一
臼
同
刊
誌
諸
珠
山
一
説
…
M
M
w
凶
器
付

制
一大
村
、
長
崎
閣
の
汽
車
や
一
て
は
大
村
市
内
発
展
K
も
一
ス
は
長
崎
後
二
O
時
の
松
専
用
列
車
も
必
要
で
あ
わ

町
一パ
ス
の
連
絡
が
よ
り
れ
ば
一
重
大
友
関
係
の
あ
る
こ
三
原
行
が
最
仙
粋
で
あ
る
。
と

且
つ
、
ま
た
一
般
も
要
望

定
一よ
い
催
、
大
村
市
民
の
う
一
け
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
セ

一
三
ろ
か
一

二

時
二
五
分
長
-
す
る
主
こ
る
で
あ
り
ま
す

予
一
け
る
便
利
は
大

て

ひ

い

一ん

。

一

崎

発

諌

早

行

の
汽
串
が
あ

一の
で
、
早
速
国
鉄
当
局
K

-
1
1
11
1
1
I
ll
-
る
の
で
す
。
三
れ
を
大
村
一
実
現
方
を
陳
情
し
て
お
り

心
と

L
、
現
在
の
誘
導
一
ま
た
は
竹
松
か
松
原
ま
で

一ま
す
が
、
列
車
の
利
用
率

路
よ
わ
海
岸
寄
O
K
長
一
艇
長
し
て
も
ら
え
ば
き
ん
一
が
問
題
点
E
E

思
わ
れ
ま
す

き
千
二
百
米
、
巾
百
立

一在
に
便
利
か
と
思
い
ま
す
一
し
か
し
、
在
お
今
後
も
で

す
米
程
度
と
な

る
模
磁
一素
人
目
K
は
こ
れ
位
の
三

-き
る
だ
け
努
力
し
た
い
主

で
あ
る
。
ハ
経
済
課
)
ア
乙
で
あ
れ
ば
市
当
局
か
、

一思
い
ま
す
。
へ
経
済
謙
ゾ

2
県
内
紙
ハ
長
目
、

民
友
、
九
州
時
事
新
聞
〉

(川
註
答
の
設
当
つ
伺
つ
算
用
数
字
じ
パ
印
を
つ
付
て
く
光
さ
い
。
(
記
入
そ
喚
す

ろ
場
合
は
御
記
入
く
だ
さ
い
v

-、「
大
村
市
政
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
F

以
干

「
市
政
だ
ζ

り
」

k
い
い
ま
す
)

1
聞
大
村
市
で
司
「
市
政
記
よ
り
」
を
毎
月
一
日
、
十
回
、
二
十
日

の一一
一同
発
行
ーし
て
い
ま
す
が
、
お
宅
に

屑
く
の
は
い

つ

も
制
・日
頃
fr

す
か
。

答
1

一
開
発
行
の
場
合

-
臼

4
2
日

8
日

4
日

5

H

6
日

7
目
、

ハ
父
は
そ
れ
以
後
υ

十
円
発
行
の
場
合

川
H

M

日

m

u

M

M
日

比

H
H

同

日

市

日

ハ
叉
は
そ
れ
以
後
〉

二
十
日
党
行
の
場
合

加

日

目

日

幻

日

匁

日

弘

M

m

u

崎
印
刷

日

ハ
叉
は
そ
れ
以
後
}

2
問

あ

左

右入
は
「
市
政

.Kよ
り
」
を

rの
桜
庭
お
続
み

ι在
っ

て
い
ま
す
か
。

答

1
毎
号
必
や

読
む

2
毎
号
よ
く
読
む

3
時
々
読
U

4
読
ま
た
い

3
問
あ
な
た
に
と
っ
て

「
市
政
花
上
り

一
一は役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
。

答

1
大
い
陀
役
江

つ

2
時
々
役
に
立
つ

3
役
巴
立
た
な
い

4ω
問
あ
な
た
方
に
必
要
な
市
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
事
項
」
は
全
部

「
市
政
だ
よ
り
」
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
の

宮
ま
で
よ
い
で
す
か
。

答

1
今
の
ま
L
で
よ
い

2
ほ
か
の
方
法
で
も
知
ら
せ
て
ほ
し
い

3
ほ
か
の
方
訟
が
よ
い

ω問
ほ

か

の
方
法
で
お
知
ら
せ
す
広
場
台
は
ど
つ
よ
う
な
方
法
が
よ
い
で
す
か
。

答

1
掲
示
板
で
知
ら
せ
る

2
宣
停
車
を
利
用
す
る

3
ラ
ジ
オ
を
利
用
す
る

4
新
聞
を
利
用
す

る

5
そ
内J

他
の
方
訟
い
門

制
問
あ
な
た
は
市
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
事
項

」
を
何
て
知
る
己
と
が
多
い
で
す
か
。

答

1
市
政
だ
よ
り

2
ラ
ヂ
オ

3
新
聞

4
知
人
在
ぎ
か
ら
開
く

5
そ
の
他

ω関
市
政
だ
よ
り
の
記
事
は
ど
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

答

1
今
の
よ
う
在
記
事
で
よ
い

2
ほ
か

に
次
の
よ
う
た
配
事
を
載
せ
て
ほ
し
い

斗

U
 

3
次
の
よ
う
な
も
む
は
戟
せ
た
い
で
も
よ
い

斗

司

6
岡
市
政
だ
よ
り
の
文
章
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

答

1
受
章
h
F

字
が
む
イ
か
し
い

2
今
の
ま
L
で
よ
い

3
あ
ま
り
や
さ
し
い切

:
:
:
:
:
:
り

ど
乙
ノ
¥
意
見
要
望
を

一
絞
れ
れ
恥
訪
問

}

一来
大

の
運
輸
省
航
空
局
飛

市

政

に

よ

り

な

ざ

の

世

論

調

査

す

場

課

庭

内
石
岡
勝
男
氏
は

示

前

号

ぷ

で

お

知

ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
「
大
村
市
政
記
よ
り

こ

犬
野
県
観
光
課
長
、
高
田

M
ぺ
…
付
昭
和
二
す
六
年
十
二
月
二
十
五
回
第

一
号
を
脅
刈
以
来
前
紙
で
百
一
経
済
課
長
外
関
係
者
と
共

一一武
…

号
を
1
ね
る
に
五
り
ま

L
K
。
従
来
毎
月
一
同
発
行
し
て
い
た
も
の
一

ι
同
月
十
一
日
午
後
一
時

一

口
ヴ
一
を
昭
和
苧一
十
九
年
六
月
か
ら
毎
月
三
回
発
行
l
、
市
民
へ

の
周
h

刑
事
一
か
ら
、
大
村

へ
百リ
ポ
ー
ト

一

。
一
項
付
す
べ
て
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

て

い

ま

す

。

五

中
心
と
す
る
予
定
地
を

ゆ
一
今
回
三
村
市
政
記
よ
り
」
百
号
発
列
を
記
念
致

1
ま
し
て
、
市
が
一
三
時
間
に
亘
っ
て
、
詳
細

引

一

行

っ

て

い
る
広
報
の
一
般
市
民
に
対
す
る
浸
透
境
、
市
政
立
;
一

に
滑
走
路
、
電
気
、
水
道

一

主

に

対

す

る
皆
様
の
考
え

E
主

主

民

の
皆
さ

ん

に

、

;

親

し

一

言

語

施

設

E
、
調

発

一

ま

れ
ろ
広
報
紙
K
、
ま
た
広
報
活
動
の
資
料
に
す
え
め
別
記
の
世
一
査
し
た
が
、
そ

の
柑
果
、

一

氏
一
論
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
忌
惜
の
な
い

御

覧

、

富

若

者

一

障

害

物
η
除
去
主
若
干
の

一

サ

…

ザ

く

5
?
?お
願

い

し

ま

す

。

豆

地

主

す

る

が

、
泊
地

一

千

主

、

別

府

調

書

官

御

記

入

に
な

っ
た
ら
、
調
査
票
を
切
り
取

っ
一

で
あ
る
の
で
今
月
下
旬
か

一

て、

五
月
二
日
ま
で
班
一

1
1
I
l
l
i-

-
ー

パ

||

|

↑
ら
来
月
k
旬
ま
で

の
問
K

一

言

ん
を

普

通

院

町

一

日

月

に

は

運

航

希

望

一

裂

を

開

始

し

、

哲

一一週

刊
誌
け
丸
山
聞
い
一
大
村
民
間
空
港
ケ
調
査
一
日
辺
町
誌
世
一

ま
す
。

、

ハ
市
民
課
J

P

第
一
一種
空
港
と
し
て
本
年
一
度
K
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
一
行
い
着
工
、
今
秋
十
一
月

部

5
ス
ポ
ー
ツ
欄

6
地
方
版

7
小
説

8
文
蕗
欄

ラ
ジ
オ
佐
世
保
、

ラ
ジ
オ
九
州
、

6
そ
の
他

意番頃
り 在向機 に
コおでをは
プ i'I~. ぁ飛運
グ走つば航
1路t:Lを
基は。 ?と開
地大 い 始
を休 止し
中へのー


